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ナビゲーション本体関係

q ナビゲーション本体 × 1

w マジックテープ
(30 × 140 mm) 
(やわらかい方) × 2

e マジックテープ
(30 × 140 mm) 
(かたい方) × 2

GPSアンテナ関係

r GPSアンテナ × 1 t 金属シート × 1 y クランパー × 5 u 防水パッド × 1

マイク関係

i マイク × 1 o マイククリップ × 1 !2 クランパー × 5

!1 両面テープ
（20 × 16 mm) × 1

!0 マイクホルダー × 1

リモコン関係

!3 リモコン × 1
!4 単4形アルカリ
乾電池 (LR03) × 2

!5 マジックテープ
(20 × 120 mm) 
(やわらかい方) × 1

!6 マジックテープ
(20 × 15 mm) 
(かたい方) × 2



TVアンテナ関係

@1 TVアンテナ × 1
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コード関係

@6 電源コード × 1

@7 紫リード線
延長コード (5 m) × 1

TVモニター関係

!7 TVモニター × 1
!8 TVモニター
取付金具 × 1

!9 スペーサー × 2 @0 タッピングネジ
(3 × 12 mm) × 4

#0 平面用アダプター × 1

@8 パーキングセンサー
× 1

車速パルス発生機関係

@2 車速パルス発生機 × 1 @3 磁化用マグネット × 1

@4 マジックテープ
(20 × 40 mm) 
(やわらかい方) × 2

@5 マジックテープ
(20 × 40 mm) 
(かたい方) × 2

@9 マグネットスイッチ
× 1



配置例
は
じ
め
に

メ モ

●配置場所によっては、別売の延長ケーブルや取付
キットが必要になることがあります。4

@1 TVアンテナ
(リアーウィンド)

i マイク (サンバイザー)

!7 TVモニター
(助手席側のダッシュボード上)

@2 車速パルス発生機 (トランク内：タイヤ近く)

q ナビゲーション本体 (助手席シート下)
VICS/D-GPS/FM多重チューナー (ナビゲーション本体内蔵型)

!3 リモコン (センターコンソール)

VICS用ビーコン受信機 (助手席シート下)

r GPSアンテナ (トランクリッド)

下図は、別売製品を組み合わせたときのシステム全体の配置例です。（数字が付いている
製品が本機の構成です。）
実際は、組み合わせた製品と、ご自分のお車に合わせて、製品を配置してください。



別売の多重チューナーを取り付ける
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多重チューナー取付ス
ロットのカバーを外す

多重チューナーを取付
スロットに差し込む

コネクターが確実に差し込まれるように、しっか
りと押してください。

取り外したネジを元通り取
り付け、しっかり固定する

バインドネジ
(3 × 6 mm) × 2

3

VICS/D-GPS/FM多重
チューナー「ND-F2」

2
q ナビゲーション本体

バインドネジ
(3 × 6 mm) × 2

カバー

1

別売の内蔵型VICS/D-GPS/FM多重チューナー「ND-F2」を組み合わせる場合は、次のよ
うにして、本機に取り付けてください。

取り付け上のご注意
●取り付けの作業は電源コードを外した状態で
行ってください。

●取付スロットのカバーを取り外したときは、
ネジやその他の異物が本機内部に入らないよ
うに注意してください。



接続の前に知ってほしいこと
接
続
の
し
か
た

6

接続上のご注意
●青/黄リード線 (パーキング) は、付属の
パーキングセンサーまたは車のパーキングブ
レーキスイッチの電源側に、必ず接続してく
ださい。接続しないと一部の機能が使用でき
なくなります。

●車種によっては、シガーライターソケットの
形状がDIN規格で、本機に付属のシガーライ
タープラグに合わない場合があります。

●紫リード線 (バック信号入力) は、内蔵のジャ
イロセンサー用のリード線です。車の前進/後
退を判断するために使用します。

●紫リード線を接続しなくても本機は動作します
が、車の前進/後退を識別できなくなります。
ナビゲーションの精度を高めるために、なる
べく接続することをおすすめします。
なお、紫リード線を接続するには、専門技術
が必要です。接続が困難な場合は、取り付け
技術のある販売店にご相談ください。

紫リード線の接続について

●付属のTVアンテナは車室内に取り付けるアン
テナです。このため、電波の状況によっては、
テレビの映像が影響を受ける場合があります。

●鮮明な映像が充分に得られない場合は、より
良い映像でお楽しみいただくために、別売の
ダイバーシティTVアンテナ「AN-GT4」をお
使いになることをおすすめします。

付属のTVアンテナの性能について

●コネクターは、“カチッ”と音がするまで押し
込んで、確実に接続してください。

●コネクターを外すときは、図のようにコネク
ター部分を持って引っ張ってください。コー
ドを引っ張るとコードが抜けてしまうことがあ
ります。

コネクターの着脱のしかた
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接続端子のなまえと働き

ナビゲーション本体
z GPSアンテナ接続端子
付属のGPSアンテナを接続します。

xマイク入力端子 (赤)
付属のマイクを接続します。

c 20 ピンRGB出力
(TVモニター接続端子) (緑)
付属のTVモニターを接続します。

v電源
付属の電源コードを使用して、車のシガーライ
ターソケットから電源をもらいます。

b RCAテレビ音声出力 (黒：モノラル)
テレビの音声が出力されます。テレビの音声を
カーステレオのスピーカーから出力したい場合に、
別売のFMトランスミッター「CD-FM30」の
RCA音声入力端子のL側 (白) に接続します。

n TVアンテナ接続端子1 ～4
付属のTVアンテナを端子1 (緑色の端子) に接続
します。端子2～4は使用しません。
端子2～4は、別売のダイバーシティTVアンテ
ナ「AN-GT4」を組み合わせるときに使用します。
（この場合付属のTVアンテナは使用しません。）

mパーキングセンサー用アースネジ
パーキングセンサーのアースをナビゲーション本
体からとる場合は、このネジを使用して黒リード
線(パーキングセンサー用アース)を取り付けます。

「ND- F2」
, VICS/D-GPS/FM多重アンテナ接続端子
VICS/D-GPS/FM多重放送を受信するためのアン
テナを接続します。FM多重用アンテナを接続す
る方法、車載のアンテナを接続する方法、などの
方法で、必ずアンテナを接続してください。(詳
しくは 12ページ)

.ビーコン受信機接続端子
VICS用ビーコン受信機「ND-B1」を接続します。

⁄0オートアンテナリモートコントロール (青)
FM多重用アンテナとして車載のアンテナを接続
する場合に、別売のFM多重用アンテナ分配器
「RD-FD10」の青リード線に接続します。

⁄1拡張端子 (エクステンションターミナル)
将来、システムアップ製品が発売されたときに、
システムアップ製品を接続します。

VICS/D-GPS/FM多重
チューナー「ND-F2」
(別売)を取り付けた場合

端子1 (緑色の端子) に接続したアンテナが優
先されます。必ず端子1には、アンテナを接
続してください。

拡張端子に次の製品は接続できません。故障
の原因となりますので、絶対に接続しないで
ください。

●「ND-S1」「ND-S2」「ND-S3」（ジャイロ
センサーユニット）

●「ND-F1」（VICS/FM多重チューナー）
●「ND-B1」（VICS用ビーコン受信機）
●「ND-VC1」(音声インターフェースユニット)
●「ND-C1」（カードリーダーライター）



－－詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください－－
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赤

5 m

電源/拡張ケーブル (「ND-B1」付属)

VICS用ビーコン受信機
「ND-B1」(別売)

50 cm

2A

ヒューズ

緑

12 ページ

ビーコン電源出力
キャップを外して接続します。

5 m

qナビゲーション本体

VICS/D-GPS/FM多重
チューナー「ND-F2」

@6 電源コード

青

30 cm L側 (白) だけ接続します。

長さが足りないときは､ 別売の「CD-FB10E」
(1 m延長) をお使いください。

必ず端子1 (緑色の
端子) に接続してく
ださい。

10 ページ
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3 m

送信用アンテナ (「CD-FM30」付属)
3 m

!7 TVモニター

LEVEL

MIN MAX

1 m

1 m

FMトランスミッター
「CD-FM30」(別売)

モニターコントロール出力

@1 TVアンテナ

長さが足りないときは､ 別売の「RD-G31」
(3 m延長) をお使いください。

r GPSアンテナ

5 m

6 m

iマイク

FM付き
　　カーステレオ

FM電波

「CD-FM30」のFMトランスミッ
ター機能を使用すると、テレビの音
声をカーステレオのスピーカーから
出力することができます。

長さが足りないときは、別売の「CD-051」
(5 m) をお使いください。

ヒューズ (1 A)

RCAオーディオコード (「CD-FM30」付属)

青/赤青/赤

必ずRCAオーディオ入力端子の
L側 (白) に接続してください。
L側 (白) はモノラル音声に対応
していますが、R側 (赤) は対応
していません。

4.1 m

注：接続・取り付けの作業が終
注：わったら、必ずTVアンテナ
注：の設定を行ってください。
注：(　　38 ページ)



－－詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください－－

電源コードの接続
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NP D 1 2

R

@8 パーキングセンサー

シフトレバー

横方向の場合

@9 マグネットスイッチ

1.9 m

パーキングブレーキス
イッチの位置は、車種
によって異なります。
詳しくは、取り付け技
術のある販売店にご相
談ください。

シフトレバーの形状が
平面の場合

#0 平面用
　 アダプター

@9 マグネット
　 スイッチ

オートマチック車の場合は、付属の
パーキングセンサーを接続できます。

マニュアル車の場合は、パーキングブ
レーキスイッチに接続します。

青/黄 2 m

2 m

10 cm

パーキングセンサー用アース
ナビゲーション本体の電源端子の上のネジ
または車のボディの金属部に、確実に接続
してください。

黒

青

パーキングブレーキスイッチ
必ずパーキングブレーキスイッチの
＋側リード線に接続してください。

パーキングブレーキスイッチ

＋側

アース側

青/黄

接続方法

パーキングブレーキ
スイッチの＋側リー
ド線をはさみ込む。

ラジオペンチで
強くはさむ。

シフトレバーがパーキング位置のと
きに、センサーが働くように取り付
けます。
パーキングセンサーとマグネットス
イッチの間が、5 mm 以下になるよ
うに設置してください。

●

●

ご注意
●車のエンジンスイッチのON/OFFに
関係なく、常に、シガーライターソ
ケットから電源が供給される車種が
あります。このような場合、バッテ
リー上がりを防止するため、本機を
使用しないときは、プラグを取り外
してください。
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ビーコン電源出力
VICS用ビーコン受信機「ND-B1」(別売) と組み合わせ
るときにキャップを外して使用します。「ND-B1」の赤
リード線 (アクセサリー電源) に接続してください。それ
以外は何も接続しないでください。(何も接続しないとき
はキャップを外さないでください。)

注：
このリード線の接続
を間違ったり、忘れ
たりすると、一部の
機能が使用できなく
なります。

qナビゲーション本体

VICS/D-GPS/FM多重
チューナー「ND-F2」

@2車速パルス発生機

紫15 cm

青30 cm

青/赤

モニターコントロール出力
FMトランスミッター「CD-FM30」(別売) のON/OFFを
コントロールするために使用します。(本機がONになる
とコントロール信号が出力されます。)「CD-FM30」の
青/赤リード線に接続してください。それ以外は何も接
続しないでください。

5 m

5 m

3 m

パーキング
車が停車していること
を確認するために使用
します。必ず接続して
ください。

車のシガーライ
ターソケットへ

プラグ

パーキングセンサー用
アースネジ
止まっているネジをゆ
るめて、共締めします。

3 m

20
cm

イルミスイッチ
昼画面 (明るい配色) と夜画面
(暗い配色) を切り換えます。

ヒューズ (1 A)

@6 電源コード

バック信号入力
車の前進/後退を判断するために使用します。接続しな
くても本機は動作します。
ただし、ナビゲーションの誤差が大きい場合は、キャッ
プを外し、@7 紫リード線延長コードを使って、バックラ
ンプの＋側リード線に接続してください。詳しい接続方
法は、取り付け技術のある販売店にご相談ください。
(何も接続しないときはキャップを外さないでください。)

注：ヒューズを交換するときは、必ず同じ
　　容量のヒューズと交換してください。

ヒューズ

(6 A)

注：ヒューズを交換するとき
は、必ず同じ容量のヒュー
ズと交換してください。

12 ページ

ご注意
●車種によっては、シ
ガーライターソケッ
トの形状がDIN規格
で、本機に付属のシ
ガーライタープラグ
に合わない場合があ
ります。
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専用のアンテナ「AN-8」(別売) または「AN-F10」(別売) を接続します。
注：本機に付属のTVアンテナや、別売のTVアンテナ「AN- G1」、「AN- G2」、「AN- G3」

は使用できません。接続しないでください。

qナビゲーション本体

FM多重用アンテナ
「AN-F10」(別売)

使用しません。

専用のアンテナを接続する方法

接続のポイントと接続上のご注意
●別売のVICS/D-GPS/FM多重チューナー
「ND-F2」を組み合わせた場合は、図中の3つ
の方法のうち、いずれかの方法で、必ずアン
テナを接続してください。

●電波の弱い地域では、FM多重用には、専用の
アンテナ「AN-8」(別売) または「AN-F10」
(別売)を接続するか、FM多重用アンテナ分配
器「RD-FD10」(別売) を使用して車載のアン
テナを接続してください。

●車載のアンテナがガラスアンテナの場合は、
車載のアンテナでは十分な受信感度が得られ
ないことがあります。できるだけ専用のアン
テナを接続することをおすすめします。

●本機に付属のTVアンテナや、別売のTVア
ンテナ「AN-G1」、「AN-G2」、「AN-G3」は、
FM多重用には使用できません。接続しない
でください。

●電波の強い地域で、4素子のダイバーシティ
TVアンテナを組み合わせた場合は、TVアン
テナの1素子をFM多重用として使用するこ
ともできます。この場合、必ず、ナビゲーショ
ン本体のTVアンテナ接続端子1～3にTVア
ンテナを接続し、端子4を空けてください。
また、TVアンテナの設定を切り換えてくだ
さい。( 38ページ)

●電波の弱い地域で、4 素子のダイバーシティ
TVアンテナの1 素子をFM多重用として使用
すると、FM多重放送やテレビを感度良く受
信できない場合があります。

●ノイズ防止のため、FM多重アンテナのアン
テナコードおよびTVアンテナのアンテナ
コードは、ナビゲーション本体および他の
コード類 (電源コードやモニター接続ケーブ
ルなど) からできるだけ離して配線してくだ
さい。
アンテナコードにノイズが飛び込むと、FM
多重放送やテレビの受信感度が悪くなります。
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接続

FM多重用アンテナ分配器「RD-FD10」(別売) を使用して車載のアンテナを接続します。

ミニプラグ→
JASOプラグ
変換ケーブル
(「ND-F2」付属)

FM
多
重
チューナーへ

カーステレオ
(カーラジオ)

FM多重用アンテナ分配器
「RD-FD10」(別売)

車のアンテナ

qナビゲーション本体

アンテナ延長コード
(「RD-FD10」付属)

青リード線延長コード (「RD-FD10」付属)

車載のアンテナを接続する方法

電波の強い地域で、4素子のダイバーシティTVアンテナを組み合わせた場合は、TVアンテ
ナの1素子を接続することもできます。（残りの3素子をTVアンテナ接続端子に接続します。）

4素子のダイバー
シティTVアンテナ
例：「AN-GT4」

ここを切る

長さが足りないときは、こ
こをカッターナイフで切っ
て、コードの二股部分を長
くしてください。

qナビゲーション本体

使用しません。

ミニプラグ→
JASOプラグ
変換ケーブル
(「ND-F2」付属)

注：この場合、必ず、ナビゲーション本体の
TVアンテナ接続端子1～3 にTVアンテ
ナを接続し、端子4 を空けてください。

TVアンテナを接続する方法
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取り付け、固定する前に
●まず仮接続を行い、本機が正常に動作するこ
とを確認してから、取り付けを行ってくださ
い。正常に動作しない場合は、接続に間違い
がないか、もう一度チェックしてください。

粘着テープを貼り付ける前に
●マジックテープや両面テープを貼り付けるとこ
ろは、汚れをよくふきとってください。

ノイズ防止のために
●ナビゲーション本体およびGPSアンテナは、
TVアンテナ、FM/AMアンテナおよびそのア
ンテナコードからできるだけ離して取り付けて
ください。
GPSアンテナやGPSアンテナのアンテナコード
からノイズが飛び込むと、一時的にGPS衛星か
らの電波を受信できなくなることがあります。

取り付けのポイント

取り付けかたによって、使
用する工具が違います。
取り付け作業を行う前に、
取り付けに必要な工具を確
認してください。

取り付け工具

スパナ プラスドライバー

ラジオペンチ カッターナイフ



リモコンの取り付け
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電池の入れかた
裏ブタを外して、単 4 形アルカリ乾電池
(LR03) 2本をセットします。

●リモコンの操作可能範囲が狭くなってきたと
きは、新しい電池と交換してください。

!4 単 4形アルカリ乾電池
(LR03) × 2

取り扱い上のご注意
●リモコンを直射日光の当るところに長時
間放置すると、高温により変形・変色し
たり、故障する恐れがあります。使用し
ないときは、直射日光の当らないところ
に保管してください。

●リモコン受光部に直射日光が当っている
と、リモコンの操作ができないときがあ
ります。このようなときは、リモコン受
光部にリモコンを近づけて操作してくだ
さい。

●乾電池は充電できません。

●リモコンを長い間使わないときは、電池
を取り出してください。

●電池の液もれが起こったときは、内部に
ついた液をよくふき取ってから、新しい
電池と入れ換えてください。

●電池を交換するときは、電池寿命の点か
ら、アルカリ電池を使用することをおす
すめします。

付属のマジックテープ (20 × 15 mm) (かたい方) をリモコン裏面に、マジックテープ (20 ×
120 mm) (やわらかい方) を取り付け場所に貼り付けます。

!6 マジックテープ (20 × 15 mm)
(かたい方) × 2

!5 マジックテープ (20 × 120 mm)
(やわらかい方)

リモコン裏面

電池の裏ブタが開閉できる位置
に、マジックテープを貼り付け
ます。

!3 リモコン

マジックテープで取り付ける



ナビゲーション本体の取り付け
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取り付け上のご注意
●次のような場所には絶対に取り付けないでく
ださい。高温により故障する恐れがあります。
＊ダッシュボードやリアートレイの上のよう
に、直射日光の当る場所。

＊ヒーターの吹き出し口の近く。

●ドア近くの雨水がかかりやすい場所には取り
付けないでください。

●しっかりと固定できる場所を選んで取り付け
てください。しっかり固定されていないと、
現在地を正しく表示できなくなります。

●フロントシートの下に取り付けるときは、
シートのスライドに支障がないように取り付
けてください。

●荷物などが当る場所には取り付けないでくだ
さい。強い衝撃が加わると、現在地を正しく
表示できなくなります。

●取り付けた状態でディスクが出し入れできる
ことを確認してください。

●上下の傾きは、水平に対して、10度以内の角
度で取り付けてください。角度が大きくなる
と、現在地を正しく表示できなくなります。

●縦置きしないでください。故障の原因となり
ます。

●ナビゲーション本体には音声認識用のノイズ
マイク (車内の雑音を検知するマイク) が内
蔵されています。ノイズマイクの内蔵部分に
カーペットなどをかぶせないでください。ノ
イズマイクの働きが悪くなります。

ノイズマイク

10˚
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付属のマジックテープ (30 × 140 mm) (かたい方) をナビゲーション本体の底面に、マジック
テープ (30 × 140 mm) (やわらかい方) を取り付け場所に貼り付けます。

シート下のカーペットに取り付ける

カーペット

メ モ

●マジックテープのかたい方がカーマットにくっつ
く場合は、カーマットに直接取り付けることもで
きます。この場合、マジックテープのやわらかい
方は使用しません。

qナビゲーション本体

wマジックテープ (30 × 140 mm)
(やわらかい方) × 2

eマジックテープ (30 × 140 mm)
(かたい方) × 2



GPSアンテナの取り付け
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なるべく水平な場所、またはアンテナがウィンドの外に向く場所に金属シートを貼り付け、
GPSアンテナを金属シートの上に置きます。（GPSアンテナの磁石で固定されます。）

車内 (ダッシュボードやリアートレイの上) に取り付ける場合

取り付け上のご注意
●GPSアンテナは、GPS衛星の電波が車のボ
ディなどで遮られない場所に水平に取り付け
てください。（どの方向からも電波が受信で
きるように、できるだけ車外のルーフやトラ
ンクリッドに取り付けてください。）

●GPSアンテナを車内に取り付ける場合は、必
ず付属の金属シートを使用してください。使
用しないと、十分な受信感度が得られなくな
ります。

●付属の金属シートは、切って小さくしないで
ください。十分な受信感度が得られなくなり
ます。

●GPSアンテナを取り外すときは、アンテナ
コードを引っ張らないでください。アンテナ
に付いている磁石が強力なため、コードが抜
けてしまうことがあります。

●GPSアンテナは磁石で取り付けます。アンテ
ナを車のボディに取り付ける場合は、ボディ
を傷つけないように慎重に取り付けてくだ
さい。

●GPSアンテナを車外に取り付けた場合、自
動洗車機で洗車するときは、アンテナを取り
外して車内にしまってください。アンテナが
外れて車のボディを傷つけることがあります。

●GPSアンテナを塗装しないでください。ア
ンテナの性能が落ちる場合があります。

ダッシュボード

ルーフ

トランクリッド

リアートレイ

金属シートを貼り付ける場所
の湿気、ホコリ、汚れ、油な
どを取り除いてください。

r GPSアンテナ
t金属シート
裏面の保護シートをはが
して貼り付けます。

yクランパー × 5
クランパーで要所を固定し
ながら、アンテナコード
を引き回します。

メ モ

●車のウィンドガラスの一部に、
GPS衛星の電波を通さないもの
があります。GPSアンテナを車
内に取り付けたときに、GPS衛
星からの電波を受信しにくい場
合は、一度アンテナを車外に取
り付けてみてください。



車のルーフやトランクリッドの、なるべく水平な場所にGPSアンテナを置きます。（GPSア
ンテナの磁石で固定されます。）

車外 (車のボディ) に取り付ける場合
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r GPSアンテナ

アンテナコードをドアの上側から車内に
引き込む場合

y クランパー × 5
クランパーで要所を固定しながら、
アンテナコードを引き回します。

雨水がコードを伝わって車内へ入らないよ
うに、コードを外側でU字形に曲げます。

アンテナコードをトランク内に引き込む場合

u防水パッド
トランクを閉めたとき、ゴム
パッキングの上に防水パッド
が水平に当るようにします。

雨水がコードを伝わって車内
へ入らないように、コードを
ゴムパッキングの外側でU字
形に曲げます。

yクランパー × 5
クランパーで要所を固定し
ながら、アンテナコード
を引き回します。

ゴムパッキング



マイクの取り付け
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取り付け上のご注意
●マイクは、ドライバーの声をなるべく拾いやすい向きや位置に取り付けてください。

マイククリップに
マイクを取り付ける

サンバイザーにマイク
クリップを取り付ける

サンバイザーを上げた状態で取り付けます。サン
バイザーを下げると、正しく音声認識できません。

マイククリップに
マイクを取り付ける

ステアリングポストにマイク
クリップを取り付ける

!2 クランパー × 5
クランパーで要所を
固定しながら、マイ
クコードを引き回し
ます。

!1 両面テープ
(20 ×16 mm)

ステアリングポ
ストの奥の方へ
取り付けてくだ
さい。

2

溝にマイク
コードを埋
め込みます。 i マイク

o マイククリップ

1

!2 クランパー × 5
クランパーで要所を固定
しながら、マイクコード
を引き回します。

o マイククリップ

2

i マイク

o マイククリップ

1

サンバイザーにはさんで取り付ける場合 ステアリングポストに取り付ける場合



マイクホルダーに
マイクを取り付ける

i マイク

!0 マイクホルダー

マイクコードをこの
ように配線します。

1

シートベルトに取り付ける場合

シートベルトにマイクホルダーを
取り付ける

!2 クランパー × 5
クランパーで要所を固定
しながら、マイクコード
を引き回します。

シートベルトアンカー

マイクコード
マイクコードは、ひもが張った
状態でも、少したるみがでるよ
うにします。

マイクホルダーをシートベルト
に取り付けます。

シートベルト
ひもは一度金具から外し、シー
トベルトアンカーを通してから、
また金具に止めます。
シートベルトを装着するときに
マイクが胸元にくるように、ひ
もの長さを調節してください。

2

警告

必ず行う

シートベルトに取り付けるときの注意
シートベルトにマイクを取り付け
るときは、必ず指定の取り付け
方法を守ってください。そうし
ないとシートベルトが正しく機能
しなかったり、コードやひもが首
などに巻き付いたりして危険で
す。また、指定の取り付け方法
で取り付けたときでもシートベル
トの戻りが悪くなったり異常が
ある場合は、シートベルトには取
り付けないでください。

21

取
り
付
け
か
た



TVモニターの取り付け
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TVモニターに取付金具
を取り付ける

TVモニターを取り付け
る位置を決める

TVモニター取付金具の裏側の保護シートをはが
さずに、ダッシュボードに当て、TVモニターを
取り付ける位置を決めます。

ダッシュボードの形状に合うように、
曲げてください。

ダッシュボード

2

!7 TVモニター

!8 TVモニター
取付金具

ダッシュボードにキズが
付かないように、TVモ
ニター底面にスペーサー
を貼っておきます。

TVモニター底面

!9スペーサー × 2

1

ダッシュボードの上に置いたTVモニターを、取付金具で固定します。

運転の妨げにならない場所、エアーバッグな
ど車の安全装置の妨げにならない場所、TVモ
ニターを傾けてもフロントガラスに当らない
場所およびTVモニターの底面がダッシュボー
ドに当る場所を選んでください。
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TVモニターの底面がダッシュボードに当るように
調節する
TVモニターを安定させるため、TVモニターの底面がダッシュボードに当るように
(TVモニターをダッシュボードの上に置くように)、上下の高さを調節してください。
また、TVモニターを見やすい角度に調節してください。

ダッシュボード

TVモニターを上下
に調節できます。

TVモニターの角度
を調節できます。

5

ゆるめたネジは、調節後しっかり
と締め直してください。

TVモニターをダッシュ
ボードに貼り付ける

タッピングネジで
固定する

タッピングネジで、TVモニター取付金具をダッ
シュボードにしっかりと固定します。

ダッシュボード

@0タッピングネジ
(3 × 12 mm) × 4

4

ダッシュボード

保護シートをはがし
て貼り付けます。

TVモニターを貼り付ける場所の湿気、ホコリ、
汚れ、油などを取り除いてください。

3



付属のTVアンテナは車室内に取り付けるアンテナです。このため、次のように、テレビの
映像が影響を受ける場合があります。

TVアンテナの取り付け
取
り
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マッチングボックス

アンテナケーブル

アンテナエレメント

アンテナトップ

アンテナプラグ

各部のなまえ

●電波の弱い状況では、テレビ受信時、映像の
乱れを生じる場合があります。

●車のラジエーターファンのモーターやヒーター
のモーターなどからノイズが飛び込み、映像
が影響を受ける場合があります。

●トンネル内や山かげ、ビルの谷間など、電波
がさえぎられやすい場所では、鮮明な映像が
得られない場合があります。

●鮮明な映像が充分に得られない場合は、より
良い映像でお楽しみいただくために、別売の
ダイバーシティTVアンテナ「AN-GT4」をお
使いになることをおすすめします。

付属のTVアンテナの性能について
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●フロントウィンドやリアーウィンドなどの固定
式ウィンドに、車室内から貼り付けます。

● TVアンテナの受信状態をできるだけ良くする
ために、例2、例3のように、リアー (ハッチ
バック) ウィンドにTVアンテナを下向きに取
り付けることをおすすめします。

●車のウィンドの大きさにより取り付けができな
い場合があります。アンテナを取り付けるウィ
ンドの大きさを確認してください。(アンテナ
エレメント長：439 mm )

● ナビゲーション本体の取り付け位置を確認し、
アンテナケーブルが届く範囲内に取り付けてく
ださい。(アンテナケーブル長：4.1 m )

取り付け場所について

例1：フロントウィンド取り付け 例2 ：リアーウィンド取り付け

市販のクランパー

例3 ：ハッチバックウィンド取り付け

市販のクランパー

ハッチバックウィンドに取り付ける場合
は、ハッチバックの開閉の際に、ケーブ
ルが引っ張られたりじゃまにならないよ
うに、市販のクランパーを使用して要所
を固定してください。

取り付け上のご注意
●アンテナを貼り付ける場所は、必ずきれいな
布で湿気、ホコリ、汚れ、油などを取り除いて
ください。湿気、油などがあると、両面テープ
の接着力が弱くなります。

●両面テープの接着面は、指で触ったり、貼り
直したりしないでください。接着力が弱くな
り、はがれやすくなります。

取り付け上のご注意
●取り付けの際は、ウィンドの端からアンテナ
エレメントまでの間隔を20 mm以上あけてく
ださい。ウィンドの端に近づけすぎると、性
能を十分に発揮できない場合があります。



TVアンテナの取り付け (つづき)
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マッチングボックスを
取り付ける位置を決める

ウィンドの端とアンテナエレメントの間隔が約
20 mmあくようにして、マッチングボックスを
取り付ける位置を決めます。

マッチングボックスを
取り付ける

マッチングボックス

保護シートをはが
して貼り付けます。

マッチングボックスを貼り付け
る場所の湿気、ホコリ、汚れ、
油などを取り除いてください。

2

アンテナエレメント

20 mm

20 mm

マッチングボックス
保護シートをはがさずに仮当てして、
取り付ける位置を決めます。

1

取り付けかた

アンテナエレメントを
ウィンドに貼り付ける
ウィンドとの間隔が約20 mmあくようにして、まっすぐに貼り付けてください。

20 mm

マッチングボックス

アンテナトップ

3

アンテナエレメントを貼り付ける場所の湿気、
ホコリ、汚れ、油などを取り除いてください。
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タイヤを磁化する

車速パルス発生機について
●付属の車速パルス発生機は、タイヤの磁気を
検出して、タイヤの回転を読み取り、それを
車速パルスのデータとして内蔵のジャイロセ
ンサーに供給します。

●車速パルス発生機を正しく動作させるため、
ここでの説明に従ってタイヤを正しく磁化し
てください。タイヤが正しく磁化されていな
いと、タイヤの磁気が検出できなくなり、ナ
ビゲーションの誤差が大きくなります。

●磁化するタイヤは、後タイヤの左右どちらか
1本です。

●車速パルス発生機は、トランク内の、磁化し
たタイヤの近くに設置します。左右のタイヤ
のうち、車速パルス発生機を近くに設置でき
る方を選んで、磁化してください。

●トランク内にバッテリーがある車種では、バッ
テリーから遠い方のタイヤを磁化してくださ
い。バッテリーやバッテリーケーブルからノ
イズが飛び込むと、車速パルス発生機の動作
が不安定になることがあります。

前

例：後・左タイヤを選んだ場合

後

右左

磁化したタイヤ

@2車速パルス発生機
（設置場所について、詳
しくは　 30 ページ）

バッテリー

磁化するタイヤの選びかた

●タイヤは、90°(±15°) の範囲を磁化します。
（q）

●磁化する部分以外の270°(±15°) の範囲は、
タイヤが元々持つ磁気を取り除く必要がありま
す。（w）

●タイヤの磁化、および磁気の取り除きは、タ
イヤの幅の端から端まで行います。

w 270°（±15°）
この範囲は、タイヤが元々持つ磁
気を取り除きます。（磁化用マグ
ネットのwの面でこすります。）

q 90°（±15°）
この範囲を磁化し
ます。（磁化用マグ
ネットのqの面で
こすります。）

タイヤの磁化、および磁気の
取り除きは、タイヤの幅の端
から端まで行います。

磁化する部分について



タイヤを磁化する (つづき)
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水平な場所に車を止め、
サイドブレーキをかける

安全のため、車のエンジンを切り、輪止めを行っ
てください。

磁化するタイヤを選び、
90°の目印を付ける

上図のように、白いチョークなどで、タイヤに
90°の目印を付けます。このとき、地面と接触し
ている部分が、2つの目印の間に入るようにし
ます。

● 90°を計るときは、取扱説明書や取付説明書
の角をお使いください。

●目印を付けた90°の範囲が磁化範囲q、残り
の270°の範囲が磁気の取り除き範囲wになり
ます。

次の手順3の作業を行う際、一部の車種では
タイヤと車のボディとの隙間が狭く、磁化用
マグネットでタイヤをこすりにくい場合があ
ります。このような場合には、磁化するタイ
ヤをジャッキアップしてから、作業を行って
ください。

2

1

タイヤの磁化のしかた

磁気の取り除き範囲w

90°

磁化範囲q

磁化するときのご注意
●磁化用マグネットのqとwの面を逆にする
と、磁化の極性が逆になり、車速パルス発
生機が正常に働かなくなります。磁化用マ
グネットのqとwの面は、正しく使い分け
てください。

磁化用マグネットに関するご注意
●磁化用マグネットは大変強力な磁石ですの
で、時計や磁気カードなどに近づけないで
ください。時計が故障したり、磁気カード
が使用できなくなる恐れがあります。

●磁化用マグネットは、再度タイヤを磁化す
るときに必要になりますので、ご自宅に大
切に保管してください。また、保管の際は、
次のことにご注意ください。
＊直射日光の当るところや高温になるとこ
ろには、保管しないでください。

＊車内やトランク内には保管しないでくだ
さい。夏期の車内は高温になりやすく、
また、トランク内はセンサー本体が磁石
の影響を受ける恐れがあります。

wの面qの面

この部分でタイヤをこすります。

メ モ

●新しいタイヤに交換したときは、新しいタイヤに
対しても、磁化を行ってください。また、夏用タ
イヤと冬用タイヤを交換してお使いになる場合は、
それぞれのタイヤで、磁化を行ってください。

●道路の状態によっては、長期間の使用で磁化した
タイヤの磁気が弱まってくることがあります。ナ
ビゲーションの誤差が大きくなったと感じたとき
は、もう一度タイヤを磁化してみてください。

●ナビゲーションの精度をより高めるため、1年に
1回程度、定期的にタイヤを磁化することをおす
すめします。
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磁化用マグネットのwの面
で、タイヤの表面をこする

まず、この作業を行って、磁気の取り除き範囲w

の磁気を取り除きます。

磁化用マグネットのwの面をタイヤにつけて、タ
イヤの表面を、タイヤの幅の端から端までこすり
ます。

●磁気の取り除き範囲wは、全てこすってくだ
さい。

●できるだけ磁化範囲qもこすってください。
（地面と接触している部分はこすらなくてもか
まいません。）

磁化用マグネットのwの表面で、タイヤの表面を
1～2往復こすります。どのようにこすってもか
まいませんが、こすらない部分がないようにして
ください。

●筆で、タイヤに絵の具を塗るような感じです。
塗り残しがないようにしてください。

車を1 mほど前方 (また
は後方) へ移動させる

輪止めを外し、磁化範囲qが上になるように、
車を移動させてください。

車を止め、サイドブレー
キをかける

安全のため、車のエンジンを切り、輪止めを行っ
てください。

磁化用マグネットのqの面
で、磁化範囲qをこする

手順3と同じ要領で、磁化範囲qだけを磁化用マ
グネットのqの面でこすります。（この作業によ
り、磁化範囲qが磁化されます。）

●できるだけ磁化範囲qと磁気の取り除き範囲w

の境界が、垂直になるようにしてください。

以上で、磁化作業は完了です。

6

5

4

こすりかたの例：

3



車速パルス発生器の取り付け
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取り付け上のご注意
●スペアータイヤボードの上など、車の振動で
動く場所には絶対に取り付けないでください。
車速パルスの出力が、不安定になることがあ
ります。

●ナビゲーション本体やマルチCDプレーヤー
など、他の製品と重ねて取り付けないでくだ
さい。

●雨水がかかりやすい場所には取り付けないで
ください。

●荷物などが当る場所には取り付けないでくだ
さい。強い衝撃が加わると、故障することが
あります。

●水平に対して、15度以内の角度で取り付け
てください。角度が大きくなると、正しく動
作できなくなります。

15°

●車速パルス発生機は、トランク内 (1ボックス
車の場合は室内) の、磁化したタイヤ側の壁近
くに取り付けます。

●できるだけ磁化したタイヤに近づけて設置して
ください。

●車速パルス発生機は、マルチCDプレーヤーや
アンプなどの電子機器や、スピーカー、サブ
ウーファーなどから、5～10 cm程度離して
配置してください。近づけすぎると車速パル
ス発生機にノイズが入る場合があります。

●トランク内にバッテリーがある車種では、車
速パルス発生機をバッテリーケーブルからでき
るだけ離して配置してください。バッテリー
ケーブルからノイズが飛び込むと、動作が不
安定になることがあります。

車速パルス発生機の設置範囲

前

後

右左
この向きに設置
してください。

右左

車速パルス発生機の設置場所について



車速パルス発生機を取り付け、固定する前に、次のことを行って、車速パルス発生機の
設置場所を選んでください。

設置場所の選びかた

31
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車速パルス発生機を
仮設置する

車速パルス発生機の左右を確認し、正しく設置し
てください。（車速パルス発生機が動かないよう
に、テープなどで仮固定しておいてください。）

ナビゲーション本体の
電源を入れる

「接続・取り付けが終わったら」（ 34ページ) を
参照して、車のエンジンをかけ、ナビゲーション
本体にディスクをセットしてください。（車は停車
させておいてください。）

停車中は車速パルスが出力
されないことを確認する

接続確認画面 ( 36ページ) の「車速パルス」の
項目で、停車しているときは、車速パルスが出力
されないことを確認してください。また、次のこ
とを行っても車速パルスが出力されないことを確
認してください。

●ワイパーやエアコン、ウィンカーなどの電装
系の装置を動作させる。

●車のエンジンを空ブカシする。

●車速パルス発生機を、マルチCDプレーヤーや
サブウーファーなどの近くに設置する場合は、
通常使用している程度の音量で音楽をならして
みる。

次ページへつづく

3

2

1

車速パルスが出力される場合は
●車速パルス発生機にノイズが入ると、停車
中も車速パルスが出力されることがあり、
停車中でも「車速パルス」の項目で「ラン
プが点灯」したり、画面上で自車マークが
動いたりすることがあります。このような
場合は、車速パルス発生機の設置場所を前
後にずらしてみてください。



出力切り換えスイッチ
をSET UP側にする

スイッチをSET UP側にすると、センサーの感度が
落ちます。感度が落ちた状態でも、正しく動作す
る位置に車速パルス発生機を設置します。

車速パルス発生機の
動作を確認する

安全な場所で、車を時速5 km以下の低速で走行
させます。車速パルス発生機が正しく動作する
と、ジャイロセンサーに車速パルスが送られます
ので、ジャイロセンサーも正しく動作します。「車
速パルス」の項目で、「ランプが点灯」すること
を確認してください。( 36ページ)

●車速パルス発生機の天面にあるインジケーター
(SPEED PULSE INDICATOR) でも動作を確
認することができます。車速パルス発生機が
車速パルスを出力しているときは、インジ
ケーターが赤く点滅します。

出力切り換えスイッチ
をUSE側に戻す

動作を確認し、車速パルス発生機の設置場所が決
まったら、出力切り換えスイッチをUSE側に戻
します。

車速パルス発生機を取り
付け、しっかり固定する

( 次ページ)

7

6

5

SET UP側USE側

4

車速パルス発生器の取り付け (つづき)

取
り
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設置場所の選びかた (つづき)

動作が不安定な場合は
●「ランプの点灯/消灯」が不安定な場合、原
因として、車速パルス発生機の出力が不安
定なことが考えられます。この場合は、車
速パルス発生機の設置場所を前後にずらし
てみてください。
（設置場所を前後にずらしたときは、再度
手順3からやりなおしてください。）

●設置場所を前後にずらしても動作が不安定
なときは、タイヤの磁化をやりなおしてく
ださい。



33

取
り
付
け
か
た

付属のマジックテープ (20 × 40 mm) (かたい方) を車速パルス発生機の底面に、マジック
テープ (20 × 40 mm) (やわらかい方) を取り付け場所に貼り付けます。

取り付けかた

水平な床面

@2車速パルス発生機

底面に貼ってあるシールが
隠れないように、マジック
テープ (かたい方) を貼り
付けてください。

車速パルス発生機底面

@4マジックテープ
(20 × 40 mm)
(やわらかい方) × 2

@5マジックテープ (20 × 40 mm)
(かたい方) × 2

メ モ

●マジックテープのかたい方がカーマットにくっつ
く場合は、カーマットに直接取り付けることもで
きます。この場合、マジックテープのやわらかい
方は使用しません。



車のエンジンをかける

ボールペンの先などで、本
機のリセットボタンを押す

付属の地図ディスクを、ナビ
ゲーション本体にセットする

フロントドアを下にスライドさせて開け、ディス
クのタイトル面を上にして差し込みます。ディス
クが自動的にセットされますので、地図が表示さ
れるまで、しばらくお待ちください。

3

リセットボタン

2

ACC ON

LO
CK

START

1

接続の確認とナビゲーションの設定
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接続・取り付けが終わったら、本機を動作させて、［その他の操作］－［設定を変える］のメ
ニューで、接続の確認とナビゲーションの設定を行ってください。

戻るボタン
（一つ前の画面に戻り
ます。）

ジョイスティックの使いかた

まっすぐ押すと決定ボ
タンになります。

8方向 (上下・左右・
斜め) に動かすとジョイ
スティックになります。

5
ジョイスティックと
決定ボタン

7

〜

4メニューボタン



を行う
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メニューボタンを押してメ
ニュー画面を表示させる

［その他の操作］を選び、
決定ボタンを押す

［設定を変える］を選び、
決定ボタンを押す

設定を変えたい項目を
選び、決定ボタンを押す

ここでは［ハードウェアの調整］と［機能の設定］
を行います。

［ハードウェアの調整］（ 36ページ）
接続確認画面で、接続が正しく行われているかど
うかをチェックします。

［機能の設定］（ 38ページ）
お使いのシステムに合わせて、TVアンテナの設
定を行います。

ジョイスティッ
クを上下に動か
して選び、決定
ボタンを押す

7

ジョイスティッ
クを上下に動か
して選び、決定
ボタンを押す

6

ジョイスティッ
クを上下に動か
して選び、決定
ボタンを押す

5

メニューボタン
を押す

4



［ハードウェアの調整］を
選び、決定ボタンを押す

［接続確認画面］を選び、
決定ボタンを押す

接続確認画面で接続を
確認する

「接続確認画面の見かた」を参考にして、本機の
接続状態を確認してください。

確認し終わったら、リモコンの戻るボタンを2回
押してください。35ページの手順7の画面に戻り
ます。

3

ジョイスティッ
クを上下に動か
して選び、決定
ボタンを押す

2

1

接続の確認とナビゲーションの設定
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接続を確認する
（35ページの手順7から）



を行う (つづき)
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接続確認画面の見かた
パーキングブレーキ：
パーキング (青/黄リード線) の接続状態を確認
できます。ブレーキペダルを踏んでから次の操
作を行ってください。シフトレバーをP (パー
キング) の位置にすると「ON」、P (パーキング)
以外の位置にすると「OFF」が表示されます。
●青/黄リード線をパーキングブレーキスイッチに接
続した場合は、パーキングブレーキのかけ直し操
作で確認してください。

イルミネーション：
シガーライタープラグの中のイルミ電源 (黄
リード線) の接続状態を確認できます。シガー
ライタープラグのイルミスイッチを切り換えて
ください。ONにすると「点灯」、OFFにする
と「消灯」が表示されます。

バックランプ：
バック信号入力 (紫リード線) の接続状態を
確認できます。紫リード線を接続しなくても本
機は動作しますが、接続した方がナビゲーショ
ンの精度が高くなります。

接続していない場合は、常に「消灯」が表示さ
れます。

接続した場合は、パーキングブレーキをかけ、
ブレーキペダルを踏んでから次の操作を行って
ください。シフトレバーをＲ (リバース) の位
置にすると「点灯」、Ｒ (リバース) 以外の位置に
すると「消灯」が表示されます。
●車種によっては「点灯」「消灯」が逆に表示され
る場合があります。

車速パルス：
車速パルスが正しく取れているかどうかを確認
できます。安全な場所で車を走行させてくださ
い。正しく取れていれば、車を走行させると
“ピッ”と発信音がし、「ランプが点灯」します。
正しく取れていない場合には「ランプが消灯」
したままです。
●ランプの点灯が不安定だったり、ランプが消灯し
たままのときは、車速パルス発生機が正しく動作
していません。車速パルス発生機の設置場所を変
えてみたり、タイヤの磁化をやり直してみてくだ
さい。

FM多重ユニット：
VICS/D-GPS/FM多重チューナー「ND-F2」
(別売) の接続状態を確認できます。正しく接
続されていれば「OK」、未接続の場合には
「NG」が表示されます。

ビーコンユニット：
VICS用ビーコン受信機「ND-B1」(別売) の接
続状態を確認できます。正しく接続されていれ
ば「OK」、未接続の場合には「NG」が表示さ
れます。

GPSアンテナ：
GPSアンテナの接続状態を確認できます。正
しく接続されていれば「OK」、未接続の場合に
は「NG」が表示されます。
●「GPSアンテナ」の項目に表示される数字 (0～
6) は、GPS衛星の電波をどの程度強く受信でき
ているかを示しています。電波を受信しやすい見
晴らしの良い場所で「4」以上が示されていれば
良好です。「3」以下の数字が示されている場合
は、GPSアンテナの設置場所を、電波を受信しや
すい車のルーフやトランクリッドなどへ変えてみ
てください。

画面の表示が記載されているようにならなかった場合は、正しく接続されていません。もう一度、
接続に間違いがないか目で見て確認してください。



［機能の設定］を選び、
決定ボタンを押す

［TVダイバーアンテナ］
を選ぶ

ジョイスティックを上下に動かし
続けると、隠れている［TVダイ
バーアンテナ］が表示されます。

決定ボタンを押して、
設定を選ぶ

決定ボタンを押すごとに、項目
右のランプの点灯/消灯が切り換
わります。黄色く点灯している
項目が、選ばれている設定です。

本機の4つのTVアンテナ接続端子のうち、実際に
TVアンテナを接続した数と同じ数に設定します。

1 本：付属のTVアンテナをお使いのときは1本を
選びます。
4 本：ダイバーシティTVアンテナ「AN-GT4」
(別売) を組み合わせたときは4本を選びます。
3 本：ダイバーシティTVアンテナ「AN-GT4」
(別売) を組み合わせて、そのうちの1素子をVICS/
D-GPS/FM多重チューナー「ND-F2」(別売) に
接続した場合は3本を選びます。（ 13ページ）

3

ジョイスティッ
クを上下に動か
して選ぶ

2

ジョイスティッ
クを上下に動か
して選び、決定
ボタンを押す

1
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TVアンテナの設定を行う
（35ページの手順7から）

接続の確認とナビゲーションの設定



設定し終わったら［設定終了］
を選び、決定ボタンを押す

ジョイスティックを右に動すと、
右側の項目に移動します。（左に
動かすと左側の項目に戻ります。）

決定ボタンを押すと

地図表示に戻ります。

ジョイスティッ
クを左右に動か
して選び、決定
ボタンを押す

4
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を行う (つづき)

メ モ

●設定の変更は後から自由に行うことができます。

●ここで説明していない設定については、別冊の
『使い方辞典』をご覧ください。



カーナビゲーションを使い始める前に
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必ず、ジャイロセンサーのリセットを行ってください
自車マークを精度よく地図上に表示させるために、ナビゲーションを使い始める前
にジャイロセンサーのリセットを行う必要があります。『取扱説明書』の20ページを
参照して、必ずジャイロセンサーのリセットを行ってください。




